令和７年度 未来へひろがる数学 ２


評価規準例


1章 式の計算　　　　　　　　　　･･････  2
2章 連立方程式　　　　　　　　　･･････  3
3章 一次関数　　　　　　　　　　･･････  5
4章 図形の調べ方　　　　　　　　･･････  7
5章 図形の性質と証明　　　　　　･･････  9
6章 場合の数と確率　　　　　　　･･････ 11
7章 箱ひげ図とデータの活用　　　･･････ 12










※この資料に示している評価規準は，あくまで一例です。
指導と評価の計画を設定するにあたり，重点的に評価する観点や内容を
検討する際の参考にしてください。




１章　式の計算	
※「主体的に学習に取り組む態度」については，「知識・技能」，「思考・判断・表現」の指導を踏まえ，単元全体を通して，
・文字を用いた式の必要性と意味を考えようとしている。
・文字を用いた式について学んだことを生活や学習にいかそうとしている。
・文字を用いた式を活用した問題解決の過程をふり返って評価・改善しようとしている。
の観点で評価するが，各項での評価規準例も示した。

	節
	項
	評価の観点

	
	
	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	１

式
の
計
算
	１　式の加法，減法
	・単項式や多項式,次数や同類項の意味を理解している。
　　▶p.15 問3
・簡単な多項式の加法と減法の計算をすることができる。
　　▶p.17 問7
	・多項式の加法，減法の計算の方法を，１年で学習した文字式の計算と関連づけて考察し表現することができる。
　　▶p.16 ひろげよう
	・多項式の加法，減法の計算の方法を，１年で学習した文字式の計算と関連づけて考えたり，それらの計算をしたりしようとしている。

	
	２　いろいろな多項式の計算
	・多項式と数の乗法，除法の計算をすることができる。
　　▶p.18 問1
・文字が２つ以上ある式について，式の値を求めることができる。
　　▶p.20 問5
	・多項式と数の乗法，除法の計算の方法を，１年で学習した文字式の計算と関連づけて考察し表現することができる。
　　▶p.19 問2
・文字が２つ以上ある式について，式の値を求める方法を考察し表現することができる。
　　▶p.20 問5
	・多項式と数の乗法，除法の計算の方法を，１年で学習した文字式の計算と関連づけて考えたり，それらの計算をしたりしようとしている。
・文字が２つ以上ある式について，式の値を求める方法を考えたり，それらの計算をしたりしようとしている。

	
	３　単項式の乗法，除法
	・単項式の乗法と除法の計算をすることができる。
　　▶p.22 問4
	・単項式の乗法，除法の計算の方法を，１年で学習した文字式の計算と関連づけて考察し表現することができる。
　　▶p.21 ひろげよう
	・単項式の乗法，除法の計算の方法を，１年で学習した文字式の計算と関連づけて考えたり，それらの計算をしたりしようとしている。

	２

文
字
式
の
利
用
	１　文字式の利用
	・数量及び数量の関係を帰納や類推によって捉え，それを，文字式を使って一般的に説明することの必要性と意味を理解している。
　　▶p.24～26
・目的に応じて等式を変形することができる。
　　▶p.30 問3
	・数の性質などが成り立つことを，数量及び数量の関係を捉え，文字式を使って説明することができる。
　　▶p.26 説明しよう
	・文字式を使って一般的に説明することの必要性と意味を考えようとしている。
・文字を用いた式について学んだことを生活や学習にいかそうとしている。
・文字を用いた式を活用した問題解決の過程をふり返って評価・改善しようとしている。


２章　連立方程式
※「主体的に学習に取り組む態度」については，「知識・技能」，「思考・判断・表現」の指導を踏まえ，単元全体を通して，
・連立方程式の必要性と意味を考えようとしている。
・連立方程式について学んだことを生活や学習にいかそうとしている。
・連立方程式を活用した問題解決の過程をふり返って評価・改善しようとしている。
の観点で評価するが，各項での評価規準例も示した。

	節
	項
	評価の観点

	
	
	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	１

連立方程式
	１　連立方程式とその解
	・二元一次方程式とその解の意味を理解している。
　　▶p.39 問2
・連立方程式の必要性と意味，その解の意味を理解している。
　　▶p.39
・２つの二元一次方程式の中の文字に数を代入して，その数が連立方程式の解であるかどうかを確かめることができる。
　　▶p.40 問4
	・２つの二元一次方程式を成り立たせる文字の値の組を求める方法を考察し表現することができる。
　　▶p.39 問3
	・連立方程式の必要性と意味を考えようとしている。　
　

	
	２　連立方程式の解き方
	・連立方程式を加減法を用いて解くことができる。
　　▶p.44 問5
・連立方程式を代入法を用いて解くことができる。
　　▶p.45 問7
・係数が整数でない場合などの連立方程式を解くことができる。
　　▶p.47 問9
・A＝B＝Cの形の方程式を解くことができる。
　　▶p.48 問10






	・一元一次方程式と関連づけて，連立方程式を解く方法を考察し表現することができる。
　　▶p.47 話しあおう
	・加減法や代入法による連立方程式の解き方を考えようとしている。
　

	２

連立方程式の利用
	１　連立方程式の利用
	・連立方程式を活用して問題を解決する方法について理解している。
　　▶p.49～51
・事象の中の数量やその関係に着目して連立方程式をつくり，その連立方程式を解くことができる。
　　▶p.50～51 ステップ2
	・連立方程式を，具体的な場面で活用することができる。
　　▶p.49～51
・求めた解や解決の方法をふり返って，それらが適切であるかどうかを考察し表現することができる。
　　▶p.50～51 ステップ2
	・連立方程式について学んだことを生活や学習にいかそうとしている。
・連立方程式を活用した問題解決の過程をふり返って評価・改善しようとしている。





３章　一次関数
※「主体的に学習に取り組む態度」については，「知識・技能」，「思考・判断・表現」の指導を踏まえ，単元全体を通して，
・一次関数の必要性と意味を考えようとしている。
・一次関数について学んだことを生活や学習にいかそうとしている。
・一次関数を活用した問題解決の過程をふり返って評価・改善しようとしている。
の観点で評価するが，各項での評価規準例も示した。

	節
	項
	評価の観点

	
	
	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	１

一次関数とグラフ
	１　一次関数
	・一次関数の意味を理解している。
　　▶p.63 問1
・一次関数の関係を表す式を理解している。
　　▶p.63 問1
・一次関数の関係を表す式に数を代入し，対応する値を求めることができる。
　　▶p.63 問2
	・具体的な事象の中にある２つの数量の関係を，変化や対応のようすに着目して調べ，一次関数として捉えられる２つの数量を見いだすことができる。
　　▶p.61 話しあおう
	・具体的な事象の中から一次関数として捉えられる２つの数量を見いだしたり，その関係を式で表したりしようとしている。



	
	２　一次関数の値の変化
	・変化の割合の意味を理解している。
　　▶p.66 問2
・一次関数の変化の割合の特徴を理解している。
　　▶p.66 ひろげよう
・一次関数の変化の割合を求めることができる。
　　▶p.66 ひろげよう
	・一次関数の変化の割合の特徴を，反比例と比較して見いだすことができる。
　　▶p.65～67
	・一次関数の変化の割合の特徴を，反比例と比較して見いだそうとしている。


	
	３　一次関数のグラフ
	・一次関数のグラフの特徴を理解している。
　　▶p.71 問3
・一次関数のグラフの切片や傾きの意味を理解している。
　　▶p.71 問3
・一次関数の関係をグラフに表すことができる。
　　▶p.72 問4
・一次関数について，xの変域に制限があるときのyの変域を求めることができる。
　　▶p.73 問5


	・一次関数のグラフの特徴を，表や式，変化の割合と関連づけて考察し表現することができる。
　　▶p.70 ひろげよう
・一次関数について，xの変域に制限があるときのyの変域を求める方法を，グラフと関連づけて考察し表現することができる。
　　▶p.73 問5
	・一次関数のグラフの特徴を，表や式，変化の割合と関連づけて考えようとしている。
・一次関数について，xの変域に制限があるときのyの変域を求める方法を，グラフと関連づけて考えようとしている。


	
	４　一次関数の式を求めること
	・一次関数の式を，与えられた条件から求めることができる。
　　▶p.77 問4
	・一次関数の特徴に着目して，与えられた条件から式を求める方法を考察し表現することができる。
　　▶p.76 説明しよう
	・一次関数の式を与えられた条件から求める方法を，表，式，グラフを相互に関連づけるなどして考えようとしている。

	２

一次関数と方程式
	１　方程式とグラフ
	・二元一次方程式ax＋by＋c＝0は，xとyの間の関数関係を表す式とみることができることを理解している。
　　▶p.80 問1
・二元一次方程式の解を座標とみて，座標平面上に表すことができる。
　　▶p.81 説明しよう
・a＝0またはb＝0のときの二元一次方程式
ax＋by＋c＝0のグラフの特徴について理解している。
　　▶p.83 問4
	・二元一次方程式を関数関係を表す式と見ることで，二元一次方程式の解と一次関数のグラフの関係を考察指標現することができる。
　　▶p.79 話しあおう
	・二元一次方程式の解と一次関数のグラフの関係について考えようとしている。

	
	２　連立方程式とグラフ
	・連立方程式の解は座標平面上の２直線の交点の座標であることを理解している。
　　▶p.85 問1
・連立方程式の解を２直線の交点の座標から求めたり，座標平面上の２直線の交点の座標を，連立方程式を解いて求めたりすることができる。
　　▶p.85 問2
	・連立方程式の解の意味について，一次関数と二元一次方程式のグラフとの関係を考察し表現することができる。
　　▶p.84 ひろげよう
	・連立方程式の解の意味について，一次関数と二元一次方程式のグラフとの関係から考えようとしている。


	３

一次関数の利用

	１　一次関数の利用
	・一次関数を活用して問題を解決する方法について理解している。
　　▶p.88 問2
・一次関数の関係を，表，式，グラフを用いて表し，問題を解決することができる。
　　▶p.89～90
	・具体的な事象の中から取り出した２つの数量の関係を，理想化したり単純化したりして一次関数とみなし，変化や対応のようすを調べたり，予測したりすることができる。
　　▶p.90 ステップ2

	・一次関数について学んだことを生活や学習にいかそうとしている。
・一次関数を活用した問題解決の過程をふり返って評価・改善しようとしている。






４章　図形の調べ方
※「主体的に学習に取り組む態度」については，「知識・技能」，「思考・判断・表現」の指導を踏まえ，単元全体を通して，
・図形の性質などを証明することの必要性と意味を考えようとしている。
・平面図形の性質について学んだことを生活や学習にいかそうとしている。
・平面図形の性質を活用した問題解決の過程をふり返って評価・改善しようとしている。
の観点で評価するが，各項での評価規準例も示した。

	節
	項
	評価の観点

	
	
	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	１

平行と合同
	１　角と平行線
	・対頂角，同位角，錯角の意味を理解している。
　　▶p.99 問2
・平行線の性質，平行線になるための条件を理解している。
　　▶p.101 問3
・対頂角や平行線の性質を用いて，角の大きさを求めたり，直線の位置関係などを表したりすることができる。
　　▶p.101 問3
	・対頂角や平行線の性質を見いだし，根拠を明らかにして説明することができる。
　　▶p.102 説明しよう
	・平行線や角の性質を帰納的に確かめて演繹的に導いたり，それを用いて角の大きさを求めたり，直線の位置関係を表したりしようとしている。

	
	２　多角形の角
	・「三角形の内角の和は180°である」ことなどを，帰納的な方法で示すことでは，その性質が常に成り立つことを示しているとはいえないことを理解している。
　　▶p.103
・三角形の内角・外角の意味及びその性質について理解している。
　　▶p.104
・鋭角，鈍角，鋭角三角形，鈍角三角形の意味を理解している。
　　▶p.105 問3
・多角形の内角の和と外角の和の意味を理解している。
　　▶p.107 ひろげよう
・多角形の内角の和や外角の和などを求めることができる。
　　▶p.108 問8


	・「三角形の内角の和は180°である」ことなどを，平行線の性質などをもとにして確かめ説明することができる。
　　▶p.103
・多角形の内角の和や外角の和などを予想し，それが正しいことを考察し表現することができる。
　　▶p.105 ひろげよう

	・多角形の内角の和や外角の和についての性質を見いだそうとしている。


	
	３　三角形の合同
	・合同な２つの三角形の辺や角の関係などを記号を用いて表したり，その意味を読み取ったりすることができる。
　　▶p.111 問1
・合同な図形の性質や，三角形の合同条件の意味を理解している。
　　▶p.112 問5
	・三角形の決定条件をもとにして，三角形の合同条件を見いだすことができる。
　　▶p.111 ひろげよう
・三角形の合同条件を用いて，２つの三角形が合同であるかどうかを考察し表現することができる。
　　▶p.112 問5
	・三角形の合同条件を用いて，２つの三角形が合同であるかどうかを考えようとしている。

	２

図形の性質の利用

	１　図形の性質の利用
	・図形の性質を活用して問題を解決する方法について理解している。
　　▶p.114～116
	・図形の性質を，具体的な問題解決の場面で活用することができる。
　　▶p.114～116
	・図形の性質について学んだことを生活や学習にいかそうとしている。
・図形の性質を活用した問題解決の過程をふり返って評価・改善しようとしている。

	３

証明
	１　証明とそのしくみ
	・図形の性質などを証明することの必要性と意味を理解している。
　　▶p.119 説明しよう
・命題の仮定と結論の意味を理解している。
　　▶p.120 問1
・命題の仮定や結論などを，記号を用いて表したり，その意味を読み取ったりすることができる。
　　▶p.120～121
	・図形の性質などを証明することの必要性と意味を考えることができる。
　　▶p.119 説明しよう
・図形の性質などを証明するときのすじ道を考えることができる。
　　▶p.122 問3
	・図形の性質などを証明することの必要性と意味を考えようとしている。

	
	２　証明の進め方
	・証明の進め方について理解している。
　　▶p.125 問1
	・図形の性質を証明するために，見通しを立てて証明を書くことができる。
　　▶p.125 問1
	・図形の性質を証明するために，見通しを立てて証明を書こうとしている。





５章　図形の性質と証明
※「主体的に学習に取り組む態度」については，「知識・技能」，「思考・判断・表現」の指導を踏まえ，単元全体を通して，
・図形の性質などを証明することの必要性と意味を考えようとしている。
・三角形や平行四辺形の性質について学んだことを生活や学習にいかそうとしている。
・三角形や平行四辺形の性質を活用した問題解決の過程をふり返って評価・改善しようとしている。
の観点で評価するが，各項での評価規準例も示した。

	節
	項
	評価の観点

	
	
	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	１

三角形
	１　二等辺三角形

	・二等辺三角形の性質を理解している。
　　▶p.134 問3
・定義，定理の意味を理解している。
　　▶p.133～134
・二等辺三角形の性質などを記号を用いて表したり，その意味を読み取ったりすることができる。
　　▶p.132～136
・逆，反例の意味を理解している。
　　▶p.138 問8
	・三角形の合同条件などをもとにして，二等辺三角形の性質を論理的に確かめ証明することができる。
　　▶p.132～136
・命題が正しくないことを証明するために，反例をあげることができる。
　　▶p.138 問8
	・二等辺三角形の性質を見いだしたり，証明したりしようとしている。

	
	２　直角三角形の合同
	・直角三角形の合同条件の必要性と意味を理解している。
　　▶p.142 問1
	・三角形の合同条件をもとにして，直角三角形の合同条件を見いだすことができる。
　　▶p.140 ひろげよう
・直角三角形の合同条件をもとにして，図形の性質を証明することができる。
　　▶p.143 問2
	・直角三角形の合同条件を見いだしたり，それを用いて図形の性質を証明したりしようとしている。

	２

四角形
	１　平行四辺形の性質
	・平行四辺形の性質を理解している。
　　▶p.145
[bookmark: _GoBack]・平行四辺形の性質を，記号を用いて表したり，その意味を読み取ったりすることができる。
　　▶p.146 問1
	・三角形の合同条件などをもとにして，平行四辺形の性質を論理的に確かめ証明することができる。
　　▶p.147 問2
	・平行四辺形の性質について調べ，証明しようとしている。

	
	２　平行四辺形になるための条件
	・平行四辺形になるための条件を理解している。
　　▶p.150 問4


・平行四辺形になるための条件を，記号を用いて表したり，その意味を読み取ったりすることができる。
　　▶p.148～150
	・三角形の合同条件などをもとにして，平行四辺形になるための条件を論理的に確かめ証明することができる。
　　▶p.150 問3
・平行四辺形になるための条件などをもとにして，図形の性質を証明することができる。
　　▶p.151 問5
	・平行四辺形になるための条件について調べ，証明しようとしている。

	
	３　いろいろな四角形
	・長方形，ひし形，正方形と平行四辺形の関係を理解している。
　　▶p.154 問3
	・長方形，ひし形，正方形と平行四辺形の関係を論理的に考察し整理することができる。
　　▶p.153 ひろげよう
	・長方形，ひし形，正方形と平行四辺形の関係について考えようとしている。

	
	４　平行線と面積
	・平行線と面積の関係を理解している。
　　▶p.155 問1
・平行線と面積の関係をもとに，１つの図形を面積の等しい別の図形に変形することができる。
　　▶p.156 問2
	・平行線と面積の関係に着目して，１つの図形を面積の等しい別の図形に変形する方法を考察し表現することができる。
　　▶p.156 説明しよう
	・平行線と面積の関係に着目して，１つの図形を面積の等しい別の図形に変形する方法を考えようとしている。

	３

図形の性質と証明の利用

	１　図形の性質を利用した証明
	・三角形や四角形の性質を活用して問題を解決する方法について理解している。
　　▶p.158～159
	・三角形や四角形の性質を，具体的な問題解決の場面で活用することができる。
　　▶p.158～159
・見いだした図形の性質を，三角形や四角形の性質を利用して証明することができる。
　　▶p.158～159
	・三角形や四角形の性質について学んだことを生活や学習にいかそうとしている。
・三角形や四角形の性質を活用した問題解決の過程をふり返って評価・改善しようとしている。







６章　場合の数と確率
※「主体的に学習に取り組む態度」については，「知識・技能」，「思考・判断・表現」の指導を踏まえ，単元全体を通して，
・場合の数をもとにして得られる確率の必要性と意味を考えようとしている。
・確率について学んだことを生活や学習にいかそうとしている。
・確率を活用した問題解決の過程をふり返って評価・改善しようとしている。
の観点で評価するが，各項での評価規準例も示した。

	節
	項
	評価の観点

	
	
	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	１

場合の数と確率
	１　確率の求め方
	・多数回の試行によって得られる確率と関連づけて，場合の数をもとにして得られる確率の必要性と意味を理解している。
　　▶p.168 話しあおう
	・多数回の試行によって得られる確率と，場合の数をもとにして得られる確率を比較し，その関係について考察し表現することができる。
　　▶p.164～166
・同様に確からしいことに着目し，場合の数をもとにして得られる確率の求め方について考察し表現することができる。
　　p.167 問1
	・場合の数をもとにして得られる確率の必要性と意味を考えようとしている。


	
	２　いろいろな確率
	・樹形図や二次元の表などを利用して，起こり得るすべての場合を求め，同様に確からしいことをもとにして，いろいろな場合について確率を求めることができる。
　　▶p.173 問7
	・起こり得るすべての場合を，樹形図や二次元の表などを用いて考察し表現することができる。
　　▶.169 問2
	・同様に確からしいことに着目し，場合の数をもとにして得られる確率の求め方について考えたり，いろいろな場合について確率を求めたりしようとしている。

	２

確率の利用

	１　確率の利用
	・具体的な場面で，確率を活用して問題を解決する方法について理解している。
　　▶p.175～177
・問題を解決するために，起こり得るすべての場合を求めたり，確率を求めたりすることができる。
　　▶p.175～177
	・確率を用いて不確定な事象を捉え考察し表現することができる。
　　▶p.177 説明しよう
	・確率について学んだことを生活や学習にいかそうとしている。
・確率を活用した問題解決の過程をふり返って評価・改善しようとしている。





７章　箱ひげ図とデータの活用
※「主体的に学習に取り組む態度」については，「知識・技能」，「思考・判断・表現」の指導を踏まえ，単元全体を通して，
・箱ひげ図や四分位範囲の必要性と意味を考えようとしている。
・箱ひげ図や四分位範囲について学んだことを生活や学習にいかそうとしている。
・箱ひげ図や四分位範囲を活用した問題解決の過程をふり返って評価・改善しようとしたり，多様な考えを認め，よりよく問題解決しようとしたりしている。
の観点で評価するが，各項での評価規準例も示した。

	節
	項
	評価の観点

	
	
	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	１

箱ひげ図
	１　箱ひげ図
	・箱ひげ図や四分位範囲の必要性と意味を理解している。
　　▶p.184 問3
・箱ひげ図をかいたり，四分位範囲を求めたりすることができる。
　　▶p.184 問3
	・箱ひげ図や四分位範囲を用いてデータの分布の特徴や傾向を比較して読み取り，表現することができる。 
　　▶p.185 話しあおう
	・箱ひげ図や四分位範囲の必要性と意味を考えようとしている。
・箱ひげ図や四分位範囲を用いてデータの分布の特徴や傾向を比較して読み取り，表現しようとしている。

	
	２　データを活用して，問題を解決しよう
	・箱ひげ図や四分位範囲などを活用して問題を解決する方法について理解している。
　　▶p.187～188
	・箱ひげ図や四分位範囲を用いてデータの分布の特徴や傾向を比較して読み取り，見いだした結論や過程を批判的に考察し判断することができる。
　　▶p.188 話しあおう
	・箱ひげ図や四分位範囲について学んだことを生活や学習にいかそうとしている。
・箱ひげ図や四分位範囲を用いた問題解決の過程をふり返って評価・改善しようとしたり，多様な考えを認め，よりよく問題解決しようとしたりしている。 
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